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あらまし：筆者らは，大学初修中国語教育のためのブレンディッドラーニング環境の構築を目指してきた

が，対面授業と連携した PC利用の eラーニングからスマートフォン利用への転換を図った．その過程で，
スマートフォンを利用した新たな学習形態である Microlearning に注目し，その設計原則に基づいてスマ
ートフォン利用復習教材の設計手法を示し，実教材の開発を進めた．本発表では，発音練習の設計手法に

ついて報告する． 
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1. はじめに 
第二外国語としての初修中国語は，特に音声面を

重視した自習が不可欠である．これに対し，我々は

ICT を活用し，通常の対面授業，授業後 e ラーニン
グによる復習，及び次回の授業に行うテスト・発展

学習からなる３段階学習プロセスのブレンディッド

ラーニング（Blended Learning；以下 BL）を提案，
実践している(1)．さらに，急速なスマートフォンの

普及につれ，短時間でも随時随所で学習できるスマ

ートフォン用教材に対する学習者の要望に対応し，

PC 利用の e ラーニングからスマートフォン利用へ
の転換を図り，スマートフォン利用復習教材アプリ

KoToToMo を開発した．実践の結果，学習意欲の継
続，復習の促進という効果が確認された(2)． 
一方，KoToToMo の発音篇に関しては，ネイティ
ブの発音動画の視聴及び録音・再生機能を利用した

基本発音練習のみとしたことに対し，リスニングな

ど練習問題の追加を求める学習者の意見が確認され

た．たしかに発音上達には，リスニング，ミニマル

ペア（類似音）の区別，応用練習が重要であり，よ

り効果的な発音学習を実現するためには，こうした

練習のコンテンツを開発し，KoToToMo を改善する
必要がある． 
このような課題に対し，我々は，以前開発した PC

利用の発音練習コンテンツを用い，スマートフォン

利用の学習形態であるMicrolearningに基づく設計を
行って，スマートフォン利用コンテンツへの転換を

図った．さらに，より効率的，動機づけの高い学習

を実現するために，KoToToMo のインターフェース
なども改善し，新たな復習教材アプリ KoToToMo＋
を開発した．本稿では，本教材の発音練習の設計手

法について報告する． 
2. ３段階学習プロセスを踏まえた復習内容 
我々が提案する３段階学習プロセス（図 1）によ

る BLでは， 復習は，授業で十分に行うことができ
ない練習を中心に行い，学習事項の定着を図ると同

時に，次回授業の発展学習につながるものである必

要がある．そのため発音篇の復習内容は，授業内容

と連携した基本発音練習，リスニング，ミニマルペ

アの区別，応用練習から構成することとする．本研

究では，これらの復習を従来の PC 利用からスマー
トフォン利用に置き換え，その設計と開発を目指す． 

 
3. スマートフォン利用復習教材の発音練習

の設計 
3.1 練習内容の設計 

KoToToMo＋の発音練習は，対面授業の学習の順
序と進度にあわせ，全部で 6回分となる（図 2）．各 

 

 
図 1 ３段階学習プロセス 
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図 2 メニュー画面 図 3 基本発音の画面 

 
回は，これまでの復習アプリ教材 KoToToMoにあっ 
た「基本発音」練習のほかに，新たに次の三つの練

習からなるドリルを追加した．即ち，(1)ミニマルペ
アを発音する「区別して発音」，(2)ミニマルペアを
聞き分ける「聞き分け」，(3)音節や文を発音する「チ
ャレンジ」であり，多様な形式をもたせているが，

練習全体として，一歩ずつ進む流れとなっている．

さらに，スマートフォン利用の学習形態である

Microlearning に対応し，各練習は短時間でも練習可
能になるようにしている（表 1）．以上により，基本
発音のほか，学習困難点である類似音及び二音節な

どの発音を上達させることが期待できる． 
3.2 練習画面の設計 
まず，メニュー画面では，これまでの PC 教材及

び前アプリ教材 KoToToMo に対し，KoToToMo＋で
は，学習者自身学習の進捗状況が一目で把握可能な

インターフェースを提供し，自律的な学習を促すよ

うにしている．また画面右に，直近 1週間における
各練習に取り組んだクラスメートの人数を提示し，

学習意欲を高めるようにしている（図 2）．  
次に，練習画面の構成は，基本発音では，上半を

動画の視聴部分，下半を学習者の発音の録音・再生

部分に分割した．ドリルでは，ヘッドに練習の進捗

状況，中間に問題文や録音・再生，フットにフィー

ドバックを配し，３分割とした．全体的にスマート

フォン端末に対応した簡潔な画面構成となるように

設計している（図 3〜図 5）． 
また，従来の PC教材に対し，本アプリ教材では，

すべての発音練習において，録音・再生ボダンを用  
 

表 1 発音練習の各コンテンツ 
形式	 想定学習時間	

基本発音：動画で基本事項を復習する 2分 
ド

リ

ル 

区別して発音：ミニマルペアを発音する 2分 
聞き分け：ミニマルペアを聞き分ける 1〜2分 
チャレンジ：二音節や文を発音する 3分 

  
図 4 聞き分けの画面 図 5 チャレンジの画面 

 
意し，学習者が自身の音声と模範音声を聞き比べで

きるようにすることで，自律的な学習を促すように

している（図 3，図 5）． 一方，聞き分け練習では，  
回答に対し，合否判定を行うとともに，賞賛や励ま

しによるフィードバックを与えることで，学習参加

への動機づけを高めるようにしている（図 4）． 
3.3 学習履歴の設計 

KoToToMo＋は，学習管理システムを利用して，
復習課題の得点や学習の進捗状況を提示し，学習者

の達成動機を刺激するとともに，得点を成績評価に

反映させることで，外発的な動機づけを与えるよう

にしている．また教員向けに学習履歴の可視化ツー

ルを提供し，躓いている学習者の発見とケア，授業

の改善などに利用することができるようにしている． 
4. まとめ 
本稿では，初修中国語 BL のためのスマートフォ
ン利用復習教材の設計として， 発音練習の設計手法
を中心に報告した．今後は，実証実験を通して設計

手法の有効性を検証する予定である． 
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